
【循環：2】循環による地球環境の保全 

【小目標（１）】エネルギーの循環 

目標実現に向けた課題 
( )内のページ基本計画のページを示す 

進捗状況 

短期(最初の5年間) 中長期(５年以降) 

１）温室効果ガスの発生抑制(p.69) 
92％ 67％ 

○地球温暖化対策地域推進計画を策定しています。
○地域省エネビジョンを提示しています。
○広報でサミットや二酸化炭素量を特集し、掲載しました。

【小目標（１）】オゾンホール問題の対策 

目標実現に向けた課題 
( )内のページ基本計画のページを示す 

進捗状況 

短期(最初の5年間) 中長期(５年以降) 

１）オゾンホール問題の対策(p.70) 
67％ 33％ 

○平成 24 年まで広域 7 町村でフロン処理車を共同所有していました。

【循環：2】循環による地球環境の保全 
温暖化など地球環境への負荷の増大は、二酸化炭素を吸収する森林

などの能力以上の排出がその原因となっています。二酸化炭素など温
室効果物質の適正な循環の回復によって、地球環境の保全を目標とし
ます。 

○進捗状況の総括
温室効果ガスの発生抑制は短期間及び中長期間も概ね計画通りに進

行しています。 
オゾンホール問題の対策は計画で予定した行動を行わなくても良い

ほど十分な対策がなされています。 
短期(平成18～22年) 中長期(平成23年以降) 

79％ 50％ 
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二酸化炭素排出量の推計値※は左図

に示すとおりであり、2011 年(平成 23

年)には 1990 年より 10%余り増加し

ていると推計されています。 

町民一人あたりの排出量については

概ね全国平均を下回っています。 

詳細は巻末資料 資料 4～13に記載し

ています。 

※環境省  地球温暖化対策地方公共団体
実行計画（区域施策編）策定マニュア
ル(第 1版)簡易版(平成 22年 8月)に基
づく推計値です。 

国の温室効果ガス排出削減目標と最新（速報値）を含む実績について 

国は温室効果ガス排出削減目標として、 

・1997 年 12 月に、2008 年～2012 年まで、基準年（1990 年度）比で６％削減 

・2010 年 1 月に、2013 年～2020 年まで、基準年比で前提条件※1付 25％削減 

としていましたが、東日本大震災及び東京電力福島第一原発事故の見直しにより、 

・2013 年 11 月に、2020 年まで、2005 年比で 3.8％削減 

と変更されました。 

これらの目標値と最新（速報値）を含む実績を以下のグラフにまとめました。 

実際の排出量は目標値を上回っていますが、森林吸収量※2と京都メカニズムクレジッ

ト※3を加味すると、おおむね排出削減目標を満足しています。 
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※1 前提条件 
すべての主要国による公平かつ実効性のある国際的枠組みの構築と意欲的な目標の合意 

※2 森林吸収量 
新規・再植林や森林経営されている森林の二酸化炭素吸収量を排出削減量とすること 

※3 京都メカニズムクレジット 
他国での排出削減プロジェクトによる排出削減量を自国での排出削減量とすること 
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